
平成 30 年度岡山市市民協働推進モデル事業 

中間評価表 

 

実施団体 西川エリアまち育て協議体   

協働部署 庭園都市推進課   

記入日 2018年 10月 29日(月) 14時～15時   

 

1．事業の目標と達成状況 

目標 目標に対する現在の状況 今後の対応 

商工会議所や西川エリアの事業者（企業）の参画 

１．外国人客対応セミナーをぐるなびとコラボして

実施（参加者 50人以上） 

２．西川エリアのマップ作成中（通りや橋の名前、

店・宿泊先の紹介等）…宿泊施設への設置を目指し、

1 月の WS で意見を取り入れながら作成していく予

定 

 

３．現在協議体のコアメンバーは 10名。50程度の飲

食店とつながりができている。 

１．英語メニュー・接客カードの制作と配布 

 

２．1月のWSまでに協議体である程度提案を練り、

提示する。課題は掲載店舗の選択（利害関係や老舗

等、それぞれの事情があり基準を持ちにくい）。 

３．組織作りとして、協賛者を増やしたい。企業を

たくさん回り、協議体を中心にエリアとしての自立

運営を目指す。協議体メンバーを増やすことも視野

に。 

西川エリアの地域住民、飲食店、公園利用者等が連

携し将来像の共有とコンセプト作り 

フリーペーパーによる広報・周知 

1号は発行済（市内各所、2500部） 

2号を作成中（協議体の考える将来像と上記マップ作

成に関するWSの参加者募集を盛り込む予定） 

エリアの将来像について、協議体にてエリアのルー

ルのたたき台を作成予定 

→ガールズバーなどが増えてきているが、そういっ

た店舗の出店について、ルールが必要（パープルフ

ラッグを掲げられるようなエリアを目指したい） 

西川エリアの魅力情報発信 

WEB サイトと FBによる発信を継続している 

→フリーペーパーの存在やアンケート調査(現在 100

件程度収集)もWEBサイトで公開している 

WEB サイト・FBを活用し広く広報することは継続 

地域住民や町内会とのつながりづくりをしていくこ

とも今後の展開において重要 

 



2．協働の基本原則に基づくチェックリスト 

協働の原則 チェック（できたものに☑） 指標（※指標の番号が大きくなるほど協働が進んでいる状態を表します。） 

相互理解の原則 

□ ① 実施団体と協働部署がそれぞれの役割を明文化している 

□ ② 実施団体と協働部署がそれぞれの役割を果たしている。 

□ ③ 実施団体のミッションを理解している（協働部署が回答）。 

□ ④ 岡山市（協働部署）の方針や計画を理解している（実施団体が回答）。 

□ ⑤ 実施団体と協働部署のそれぞれの強みが発揮され、弱みが補われている。 

目的共有の原則 

□ ① 実施団体と協働部署が事業のスケジュールを把握している。 

□ ② 実施団体と協働部署の双方の合意によって事業目標が決定されている。 

□ ③ 実施団体と協働部署が事業の成果・課題を定期的に共有している。 

□ ④ 実施団体と協働部署が理想とする社会状況を共有している。 

□ ⑤ 実施団体と協働部署が理想とする社会状況と現状とのギャップを共有している。 

対等の原則 

□ ① 双方の合意によって役割分担が図られている。 

□ ② 実施団体の意思・意見が尊重されている（実施団体が回答）。 

□ ③ 協働部署の意思・意見が尊重されている（協働部署が回答）。 

□ ④ 実施団体のみに役割や責任が集中していない（実施団体が回答）。 

□ ⑤ 協働部署のみに役割や責任が集中していない（協働部署が回答）。 

自主性及び自立性尊重

の原則 

□ ① 実施団体と協働部署が積極的に意思表示をしている。 

□ ② 事業またはその他の意思決定において実施団体に不当に干渉されていない（協働部署が回答）。 

□ ③ 事業またはその他の意思決定において協働部署に不当に干渉されていない（実施団体が回答）。 

□ ④ 事業またはその他の意思決定において実施団体に依存されていない（協働部署が回答）。 

□ ⑤ 事業またはその他の意思決定において協働部署に依存されていない（実施団体が回答）。 

公開の原則 

□ ① 実施団体と協働部署間で事業の進捗状況や予算の執行状況が随時共有されている。 

□ ② 議事録やイベントごとの報告書が作成され、実施団体と協働部署で共有されている。 

□ ③ 必要に応じて実施団体と協働部署以外の第三者の助言を仰いでいる。 

□ ④ 事業の案内が実施団体のウェブサイト等で随時発信されている。 

□ ⑤ 事業の結果が実施団体のウェブサイト等で随時発信されている。 

 


